































国内の交通事故死者数は 2016 年（10 月末時点）で 3,134 人と前年同期に比べて減少
しているが，65 歳以上の高齢者による死者数と事故数は人口構成（26％）から比較する















































































結国会議（COP21/2015 年 11 月 30 日）において，長期的視野に立った抜本的な温室効
果ガスの排出削減の必要性が論じられた．同会議で言及された「2℃目標」の実現には，








出抑制であり，第 2 の柱として運輸・自動車のライフサイクル全体での CO₂排出量削減
である．なかでも，乗用車の実走行の燃費改善が貢献期待として最も大きい． 
他には貨物輸送の効率改善，貨物車の実走行燃費の改善がある．国際機関である「国
際クリーン輸送評議会（ICCT）は，「EU の乗用車からの CO₂排出：2015 年における乗





























































能と Society5.0 の実現に向けた取り組みについてである.研究主題である IoT 車両情報
の背景と成り立ちを豊田市低炭素社会実証実験データの分析結果を紐解きながら，IoT







































































































































では東京都市計整備局による首都圏広域地方計画（平成 28 年 3 月）がある．これまで
の交通ネットワークを最大限活用しながらも新たな括りで広域連携（スポーク）を図り
新たな対流を創出する取組みである． 




























































の調査によると，2000 年度から 2014 年にかけた各国の政府研究開発予算は，中国は 10
倍，韓国は 4.5 倍，米国・ドイツ・英国は約 1.5 倍に拡大しているが，日本は約 1.1 倍に
留まっている．無論，予算規模の多寡だけでイノベーション創造の多寡が決まるわけで
はないが，未来へ向けた投資的視点で考えれば優勢な状況とはいえない．限られた資源
を有効に使って付加価値を創出することは我が国の得意とするところである．産学官に
よる先人は米国やドイツなど科学技術で産業形成と拠点化による社会基盤つくりを有
機的に進めるお手本は既に存在している． 
また政府が府省連携と出口志向で推進する SIP（戦略的イノベーション創造プログラ
ム）など先行する好事例が進展している．複数企業群から有用な先進技術と人材と資金
を大学や研究開発法人に結集して，オープンラボによる拠点化と協調領域における未来
探索の拡大への期待は大きい．今こそ新たな産学官連携としてその具体化の先導を図る
べきである． 
地域未来の社会基盤つくりを照準とするオープンラボとして未来社会工学開発研究
センターが筑波大学に設置が検討されている（平成 29 年度）．同大学の社会工学域を中
核としながら，関連研究者と人工知能センターなどのバックアップにより学際性豊かな
研究体制を整備する．複数企業群と実装に至る本格的な共同研究を想定自治体を含めて
着手する．2050 年の地域未来を見据えた地域の存立基盤として農業・保育・防災を重点
研究テーマとして設定する． 
その解決の糸口となる社会計測の手段として本章の IoT 車両情報を主軸として利用
する．スマートフォンと小型ロボットなどコミュニケーション型のパーソナル情報や衛
星情報も補完的に利用する．いずれも使用者の理解と協力を得てサイバー空間情報とし
て収集蓄積する．自動運転（レベル別）による送迎保育，病児保育さらには農機応用や
被災時の避難応用がフィジカル空間での代表的な実証実験である． 
これらの社会計測と社会実証の結果は筑波大学内に発足する人工知能センターで分
析と知能化を行う．さらに，データプラットフォーム拠点として整備を進める国立研究
開発法人の人工知能センターとの整備データの共有を図るべきと考えている．オープン
ラボ発の質の高い大量の研究データの価値を利活用するためにはデータ主導型研究に
利用しやすい形で整理したデータベースにしておくことが当然である．人工知能技術を
活用していくには，解析に用いる知能化技術のみならず高品質で大量の整備データが必
須である． 
IoT 車両情報についても，新たな社会サービスや価値創造につながる解析が行うこと
ができる基盤技術（データプラットフォーム）が必要である．同時にデータ取得からデ
ータベース整備，解析結果に至るプロセスで共有先とのオープン・クローズ・シェアの
検討が必要になる．公開可能なデータベースについては広く共有することが望ましく競
争領域ではクローズとなるであろう．その際にも日本国内の研究データベースハブとし
て国立研究開発法人と企業間，大学間のデータ共有のあり方が重要になる． 
IoT 車両情報は自動運転の進展に伴い急速に増大する．増加するデータ量と速度は個
社や人の認知限界を超ビッグデータに潜在する有用な情報を十分に引き出せない状況
が起こり得る．データの利活用には IoT 車両情報であればシステム技術や車両技術など
自動車に係る専門知識から人工知能・機械学習・数理科学など理論科学などの高度な解
析手法が必要になっている．IoT 車両情報による道路交通観測システムを構築するにあ
たっては従来の定点観測と変動点観測の補完関係を確保しながら，高精度な即時広域情
報の把握を実現しながら，同時に利用者への運転行動に資する情報提供が必要である．
低燃費運転支援として推奨速度や渋滞回避の経路選択や被災時の避難誘導など社会応
用を現実的なものとするには高精度，高速な情報提供のあり方の確立が求められる． 
また，IoT 車両情報は現時点では潜在的な有用情報と言われる多くのダークデータが
含まれると考えられる．今後の社会変化に応じて他領域のデータベースとの組み合わせ
により新たな価値や機能向上が図れる情報である．気象予測データベースと IoT 車両
情報の組み合わせは，到着時刻や渋滞回避による経路選択や低燃費運転支援など高精度
化だけでなく，人々の行動判断など現在では不確実性と呼ばれる領域での社会サービス
創出の余地がある． 
複数の異なるデータベースのマッチングや新たな社会サービス創出はオープンイノベ
ーションやオープンラボにより実現される．大学の学際性や国立研究所の専門領域との
組み合わせによるイノベーション創出を加速したいと考えている．筑波大学の未来社会
工学センターは睡眠医科学や革新的サイバニックシステムやビジネスサイエンスなど
の学際性あふれる研究領域との融合を始める．IoT 車両情報と睡眠医科学のデータベー
スの組み合わせは自動車の運転操作行為からの睡眠予兆を予測する新たな研究領域を
創出し，新たな付加価値で社会課題に貢献することになるだろう．  
情報のオープン・クローズ・シェアについては将来像の共有，競争領域と協調領域の
明確化，特に公益的社会利用などのデータの潜在能力を引き出す仕組みや行動までもが
データ利活用者の責務である．データ提供者はそのフィードバック行動により評価をす
るであろう．国民対話を積み重ねて社会受容性（アクセプタンス）を醸成していくこと
が必須である．同時にデータ利用者の行動がデータ利用の是非を決定するだろう． 
自動運転は実現そのものが大きな技術革新である．その実現による IoT 車両情報は新た
な社会応用で公益・産業的価値を創出する．解決を待つ社会課題は時に顕在化して時に
散逸している．イノベーションが連鎖する時代が到来しており，社会工学は未来開拓に
重要な役割を果たすことになる． 
